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　田園風景の中にある民家をリノベーション
した赤い屋根のお店です。落ち着いた雰囲気
の店内には、かわいらしい猫の置物を至る所に
飾っています。店主のおすすめは、「明里家御
膳」と「猫さま洋風プレート」です。メニューは、
一つ一つ手作りで、ヘルシーな副菜や茶わん蒸
し、グラタンなどをお楽しみいただけます。

真岡の「美味しい」をお届けします。真岡の「美味しい」をお届けします。

【所在地】　赤羽 20-3

【駐車場】　10 台程度　 

【営業時間】 11:00～１4:00

【定休日】　月・火・第 3 水曜日

【電話】 050-8885-4575

　　　

　抽選で、6 種類から選べるランチを 3 名にプ
レゼントします。専用応募フォーム、または官製
はがきに必要事項を記入し、応募ください。

【必要事項】　応募者情報（住所・氏名・年齢・連絡先）
　　       　 広報紙に関するご意見・ご感想など
　　

【応募先】〒 321-4395 真岡市荒町 5191 番地
 　　　　　 秘書広報課広報広聴係
 　　　   「広報もおか 6 月号プレゼント」担当

＊市内外問わず 1 人 1 通応募可
＊応募数が定数を超えた場合は抽選
＊当選者のみ当選券を発送

ｰ注意事項ｰ

応募フォーム

真岡市内飲食店等支援事業

②②

③③

14 広報もおか

応募締切　令和 6 年 6 月 30 日 （日） ※消印有効
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①明里家御膳 サバの南蛮漬け　②猫さま洋風プレート　③店内様子  ④スタッフの皆さん　⑤店舗外観

⑤⑤④④

明里家
Instagram

①①

明里家

大内東小学校

原町十字路原町十字路

梵烏

近
こんどう

藤 彰
しょうう

雨さん

あの日あのころ
第423 回

お囃子の奏でる音色とともに
　　　　次代へ繋ぐ地域の輪

（上大沼在住・75 歳）

令和 6 年 6 月号 15

相談内容の 1位はインターネット通販
―トラブルのきっかけは SNS 上の広告

　「ネット通販で代金を支払ったが商品が届かな
い」「お試し商品を購入したら定期購入だった」「“簡
単に稼げる”といった副業サイトに登録したが儲
からない」など、SNS が勧誘の
きっかけとなったトラブルが増え
ています。申し込む前に、契約内容、
事業者情報などについてよく確認
しましょう。

訪問販売に関する相談が急増
―「点検商法」や「電気契約」の勧誘に注意

　｢屋根瓦が浮いているので、無料で点検する」
「電気料金が安くなる。検針票を
見せてほしい」などと、いきな
り訪問する業者が増えています。
安易に点検に応じないようにし
ましょう。

　【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）

　 ℡ 0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）
　 平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料

消費生活センターメモ　№492

令和5年度 消費生活相談の受付状況

　真岡市消費生活センターに寄せられた令和 5 年度
の相談は477 件で、前年度と比べ 32 件増加しまし
た。年代別では、60代が最も多く108人、次に 50 代
が 95人、70 代が82人、40 代が 70 人と、40 歳以上
が全体の約8割を占めています。

販売 ・ 購入形態 （商品 ・ サービスの種類） 件数（件）

通信販売（ネット通販、定期購入、偽サイトなど） 151
店舗購入（脱毛エステ、中古自動車、アパート退去など） 77
訪問販売（屋根工事などの点検商法、電気・新聞の契約など） 70
電話勧誘販売（光回線、アナログ戻しなど） 27
その他・問い合わせなど 152

合計 477

　私は昭和 23 年に生まれました。幼い頃から
お祭りが大好きで、お祭りの時期になると、自
身もわくわくしながら、洗面器の後ろを叩いて
お囃子のまねをしていました。また、大沼地区の
山
や ま く ら だ い ろ く て ん お う じ ん し ゃ

倉大六天王神社のお祭りでは、露店が立ち並び、
お囃子が演奏されるなどして、多くの人々でにぎ
わっていたのをよく覚えています。
　そんな大好きなお祭りでしたが、約 30 年くら
い地域で開催されない時期が続きました。その後
昭和 50 年ごろ、地域で神輿を出そうという話があ
りました。「神輿が出るならお囃子がないと！」と

思い立ち、上三川町の
師匠に教わりながら、
地区の仲間と「両大沼
お囃子保存会」を結成。
練習を重ね、自身がデ
ザインした法被を皆
で着て、中村八幡宮例
大祭や地区の夏・秋

▲結成当時の「両大沼お囃子保存会」

後列右端が近藤さん

▲全日本レディースバドミントン大会

でお囃子を披露したときの一枚

祭りでお囃子を披
露しました。さら
に、活動の場を広
げ、関東のお囃子
大会「第 4 回関東
郷土芸能お囃子大
会」に出場。仕事

夫しながら教えています。子
どもが上達した姿を見ると、
私自身もうれしく励みになっ
ていますね。これまで 70 人以
上の子どもたちに教えました
が、一度お囃子から離れても、
時々練習に来てくれることも
あるので楽しいです。これか
らも地域の伝統を守るために
活動を続けたいと思います。

▲お囃子を教えている

子どもたちと

の傍ら、仲間と欠かさずに練習を積み重ねた結果、
銀賞を受賞しました。とてもうれしかったですね。
また、一番の思い出と言えば、東京の堀切菖蒲園で
お囃子の演奏をしたことです。今では考えられませ
んが、大

お お ど

胴（大太鼓）やつけ（小太鼓）などの楽器を
仲間と担ぎながら電車で移動しました（笑）。
　併せて、後世にも地域のお囃子文化を伝えていき
たいという思いから、子どもお囃子会の活動を始め
ました。現在は各種お祭りなど、並木町の子どもお
囃子会に応援をいただき、活動しています。約 48
年続けています。週 1 回の練習では、叩き方の基礎
が身に付くよう、子どもたち一人一人に合わせて工

令和 5 年度 真岡市消費生活センター相談受付の件数


